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的に使用されている機器を仰臥位でも測定できるよう

に改良したものを用いる（図１）。これらと現在心臓大

血管手術時における脳循環のモニターとして最も広く

使用されている近赤外線分光法（NIRS：Near-infrared

spectroscopy）の値を比較し、脳循環動態との関連を統

計学的に解析する。

また、大血管手術時において、脳灌流開始時と終了

時に眼底血流を測定。脳保護法の差異（選択的順行性

脳灌流：SCP、逆行性脳灌流：RCP）や脳灌流量と眼

底血流との間に関連があるか解析を行う。

【結 果】

体外循環を使用した心臓大血管手術時における

LSFGを用いた眼底血流量に関する報告はほとんどな

い。このため、現在実臨床における測定データの蓄積

を行っている。

SCPとRCPによる脳保護法を用いた弓部大動脈全

置換術を施行した症例での術中視神経乳頭眼底血流の

画像を図２に示す。

１０）心臓大血管手術時における新しい脳循環モニタリン
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【目 的】

心臓大血管手術における重篤な合併症として、脳神

経障害がある。

日本や欧米から、術後脳障害の発生率は、冠動脈バ

イパス術では１～４％、弁置換術では３～８％、大血

管手術では８～１５％と報告されている１）。

本研究では、レーザースペックル法による眼底血流

計（LSFG：レーザースペックルフローグラフィー）を

用い、実臨床における心大血管手術時の眼底血流量を

測定し、脳循環動態や脳神経系アウトカム（脳梗塞、

高次脳機能障害、せん妄等）との関連を明らかにする

ことを目的とする。さらに、装置の小型化等の改良を

図り、術中脳循環モニタリングの新手法として確立す

ることを目的とする。

【方 法】

眼底血流の測定方法として現在使用されているもの

に、蛍光色素希釈法、レーザードップラー法、レーザ

ースペックル法がある。それぞれの測定方法に特徴が

あるが、本研究では、比較的簡便に測定可能であるレ

ーザースペックル法を採用する２）。

この方法は、レーザーを眼底カメラの光路系を用い

て約１mm四方のエリアに照射し、生じるスペックル

パターンをエリアセンサーにより定量的に測定し、マ

イクロコンピューターでその信号を解析するもので、

眼末梢循環動態を非侵襲的かつ定量的にリアルタイム

に計測可能な方法である。血流の早いところほどパタ

ーンのブレが速く、パターンのコントラストが低下す

る。このぶれを表す値をmeanblurrate（MBR）とし、血

流速度の指標としている２）－４）。

実際の心大血管手術時において、点眼薬で散瞳後

に、麻酔導入時、体外循環導入時、体外循環終了時、

手術終了時の時点における視神経乳頭の眼底血流を

LSFGにて測定する。LSFGは、通常の眼科臨床で日常

図１ Intraoperativemeasurement

図２ LaserSpeckleFlowgraphyofONH
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FlowgraphytoOcularDiseases.Photonics１：２２０-２３４,

２０１４．

同様に弓部全置換術を施行した２症例における視神

経乳頭のMBRとNIRSにて測定した前額部のregional

cerebraloxygensaturationatforehead（rSO２）との関連

を図３に示す。

【考 察】

体外循環を使用した心臓大血管手術においては、術

中の循環動態がダイナミックに変動するが、図２から

は循環動態の変動に伴って眼底血流も同様に変動して

いることが明らかとなった。また、NIRSよりもより

鋭敏にその変動を捉えている可能性が、図３から示唆

された。

今後、症例数の蓄積を待って統計学的検討を加える

予定であるが、LSFGによる術中眼底血流測定は、術

中脳循環モニタリングの新手法となる可能性があると

考えられた。
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